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１０ 各国の資源生産・需要の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１：四捨五入の関係上7.4百万トンになる 

※２：四捨五入の関係上2.8百万トンになる 

出所：1.経済産業省「世界の石油化学製品の今後の需給動向」、2004年3月 

＜粗鋼＞ 

○ 1993 年以降、日本の粗鋼生産量は１億トン前後で横ばいに推移しているのに対し、中国の粗鋼生産量

は増加している（図１）。 

○ 日本においては、粗鋼生産量を消費量が上回っているが、中国をはじめとするその他の国においては、

粗鋼消費量が生産量を上回っている。 

 

＜アルミニウム＞ 

○ 中国のアルミニウムの一次地金生産量と消費量は増加傾向にあり、1993年から2001年にかけて、一次

地金生産量は1,255 千トンから3,446 千トンに、消費量は1,318 千トンから3,567 千トンに増加して

いる。また、1995年以降消費量が生産量を若干上回って推移している(図２)。 

 

＜銅＞ 

○ 中国における2001年の銅需要量は3,739千トン、スクラップの輸入量は650千トンである(図３)。 

○ （社）日本メタル経済研究所は、中国における銅需要は今後も増加すると予測している。また、スク

ラップ輸入量についても引き続き増加すると見込んでいる。 

 

＜石油化学製品＞ 

○ 中国では、各石油化学製品に関して消費量と生産量の乖離が見られる。エチレン系誘導品に関しては、

2002 年の生産量が 6.0 百万トンに対して、需要量が 13.5 百万トンであり、需要量が 7.4 百万トン※1

上回っている(図４) 1。プロピレン系誘導品に関しては2002年の生産量が5.6百万トンに対して、需

要量が8.3百万トンであり、需要量が2.8百万トン※2上回っている1(図５)。ＰＥＴ樹脂の原料となる

ＰＴＡについては、2002年の生産量が2.0百万トンに対して、需要量が6.3百万トンであり、需要量

が4.3百万トン上回っている1(図６)。 

○ アジア諸国においては、2008年まで石油化学製品の生産量及び消費量の増加が見込まれている。また、

中国においては各製品の生産量と需要量の差がさらに拡大することが見込まれている。 
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＜粗鋼＞ 
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（単位：千トン） 

 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

粗鋼生産量 89,539 92,613 95,360 101,237 108,911 114,588 123,954 127,236 150,866 181,682

中国 見掛け消費量 126,110 121,810 101,100 112,460 119,660 131,700 151,150 163,240 201,350 244,170

粗鋼生産量 99,623 98,295 101,640 98,801 104,545 93,548 94,192 106,444 102,866 107,745

日本 見掛け消費量 80,593 79,333 84,347 83,612 86,002 71,187 70,629 80,561 74,998 72,778

粗鋼生産量 45,516 45,869 48,898 51,784 58,993 57,360 57,070 60,606 61,569 64,080

NIES3 見掛け消費量 55,790 59,082 66,176 65,869 70,506 55,058 63,640 69,070 64,494 73,651

粗鋼生産量 7,186 7,200 9,637 10,388 9,859 7,296 7,723 9,024 9,434 10,122

ASEAN4 見掛け消費量 22,338 23,517 30,181 31,871 30,026 15,976 20,937 23,138 24,643 28,031

粗鋼生産量 23,154 22,422 24,065 25,756 26,324 25,081 25,859 28,535 29,065 30,548その他 

アジア 見掛け消費量 29,737 31,034 33,374 33,507 37,377 37,378 40,691 43,222 45,728 49,001

 

出所：INTERNATIONAL IRON AND STEEL INSTITUTE、” Steel Statistical Yearbook 2003”、2004年 

 

図１ アジア粗鋼生産量・見掛け消費量の推移 
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＜アルミニウム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千トン） 

 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001

ボーキサイト輸入量 96 134 92 213 137 149 243 404 321

一次地金生産量 1,255 1,498 1,870 1,901 2,035 2,336 2,598 2,794 3,446

地金輸入量 166 169 390 367 289 307 534 914 530

地金輸出量 68 131 209 116 253 331 207 209 409

消費量 1,318 1,484 1,875 2,033 2,260 2,425 2,926 3,499 3,567

 

出所：World Bureau of Metal Statistics「World Metal Statistics December 1997, January 2000, January 2003」 

図２ 中国のアルミニウム生産量・消費量の推移 

＜銅＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：（社）日本メタル経済研究所、「躍進する中国銅産業と原料問題－銅鉱石、スクラップ及び銅地金の現状と予測―」 

（2003年6月）より作成 

 

図３ 中国における銅需要量の予測 
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＜石油化学製品＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：エチレン系誘導品とはLDPE,HDPE,SM,PVC,EG等（図中の数字はエチレン換算した数値） 

出所：経済産業省「世界の石油化学製品の今後の需給動向」、2004年3月より作成 

 

図４ エチレン系誘導品の生産・需要の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：プロピレン系誘導品とは、PP,AN等（図中の数値はプロピレン換算した数値） 

出所：経済産業省「世界の石油化学製品の今後の需給動向」、2004年3月より作成 

 

図５ プロピレン系誘導品の生産・需要 
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注：ＰＴＡとは、高純度テレフタル酸（ポリエステル繊維、ＰＥＴ樹脂、ＰＥＴフィルムなどの主原料）を指す。 

出所：経済産業省「世界の石油化学製品の今後の需給動向」、2004年3月より作成 

 

図６ 世界のPTAの需給バランス 
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